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団
塊
の
世
代（
１
９
４
７
〜
４

９
年
生
ま
れ
）が
75
歳
以
上
と
な

る
２
０
２
５
年
。
現
在
１
，
５

０
０
万
人
程
度
の
後
期
高
齢
者
人

口
が
、
約
２
，
２
０
０
万
人
ま
で

膨
れ
上
が
り
、
全
人
口
の
４
人
に

１
人
は
後
期
高
齢
者
と
い
う「
超

高
齢
社
会
」と
な
り
ま
す
。

　

日
本
は
、
２
０
０
５
年
を
折
り

返
し
地
点
と
し
て
人
口
減
少
社
会

に
転
じ
た
一
方
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
数
に
つ
い
て
は
、
２
０
４
０

年
ご
ろ
ま
で
増
え
続
け
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
２

０
５
０
年
ご
ろ
ま
で
増
加
傾
向
が

続
く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
を
支
え
て
き
た
団

塊
の
世
代
が
給
付
を
受
け
る
側
に

回
る
た
め
、
医
療
、
介
護
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、

社
会
保
障
費
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
恐
れ
が
出
て
き
ま
す
。

　　　

介
護
や
生
活
支
援
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
や
、
一
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
が
増
え
る
一

方
、
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
５

年
の
時
点
で
、
全
国
で
約
33
万
人

の
介
護
職
員
が
不
足
す
る
と
い
う

推
計
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
本
市
に
お
い
て
も
、
介
護

の
担
い
手
は
不
足
し
て
き
て
い
ま

す
。

　　

今
後
の
状
況
を
考
え
る
と
、
従

来
か
ら
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
に
十
分
な
ケ

ア
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
を
減
ら
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
や
喜
び

を
持
っ
て
元
気
で
日
々
生
活
で
き

る
た
め
の
介
護
予
防
が
で
き
る
場

所
づ
く
り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
住
民
組
織
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、

地
域
住
民
が
介
護
の
担
い
手
と
し

て
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
仕

組
み
作
り
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
き
ま
す
。

不
足
し
て
く
る

　　　　　　 　　

介
護
の
担
い
手

　　　　

日
本
で「
介
護
」と
い
う
言
葉

が
法
令
上
で
確
認
さ
れ
る
の
は
、

１
８
９
２
年
か
ら
で
あ
り
、
介
護

は
施
策
と
し
て
で
は
な
く
、
恩
給

の
給
付
基
準
と
し
て
の
概
念
で

あ
っ
た
。

　　
「
介
護
」と
い
う
言
葉
が
主
体

的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
の
障
が

い
者
に
よ
る
公
的
介
護
保
障
の

要
求
運
動
か
ら
で
あ
る
。

　　

地
方
自
治
体
に
よ
る
高
齢
者

の
訪
問
介
護
・
看
護
事
業
は
１

９
６
０
年
代
か
ら
始
ま
り
、
理
念

的
に
は
家
族
介
護
へ
の
支
え
で

あ
っ
て
、
そ
の
考
え
方
は
現
在
で

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　　

医
療
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
一
人
一
人
の

人
生
の
内
容
の
質
や
社
会
的
な

生
活
の
質
）の
考
え
が
普
及
す
る

と
、
介
護
に
も
導
入
さ
れ
、
介

護
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高

め
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
さ
ら
な
る
向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
も
ま
た
介
護
の
目
的

と
さ
れ
て
い
る
。

地域が担い手として、高齢者を支援する、その実現に向けて

介護

日
本
に
お
け
る

　　　　　　　　

介
護
の
歴
史

高齢化社会が抱える永遠のテーマ
eternal theme

―　　特　　集　　―

地
域
の
担
い
手
が

　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
な
時
代
へ

迫
る「
２
０
２
５
年
問
題
」 が担 手とし 高齢者を支援する そ 実現に向

介護予防



高齢者が通い、喜び、生きがいを持ち、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護予防につながる場が地域で始動

　

本
市
で
も
、
地
域
で
高
齢
者
の

「
通
い
の
場
」を
手
助
け
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を「
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
」と
位
置
付
け
、
今
年
１
月

に
職
人
町
で
発
足
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
上
大
垣
地
区
、
度
島
町
、

赤
坂
地
区
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
各
地
区
の
公
民
館
や
公
会

堂
で
血
圧
測
定
な
ど
の
体
調
管
理

や
、
体
操
で
体
を
動
か
す
運
動
を

指
導
す
る
な
ど
、
介
護
予
防
の
手

助
け
を
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

発
足
し
て
ま
だ
１
年
も
た
ち
ま

せ
ん
が
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
築
い
て
き
た
人
生
を
尊
重
し
、

敬
い「
近
所
の
高
齢
者
を
近
所
の

私
た
ち
が
支
援
す
る
！
」と
い
う

共
通
し
た
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
地
区
の

特
徴
に
あ
っ
た
介
護
予
防
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
で
意
見
を

出
し
合
い
、
常
に
各
地
区
の
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

私
た
ち
が
支
援
し
ま
す
！

　     

職
人
町
で
は
、「
職
人
町
す
こ

や
か
サ
ロ
ン
」を
、
毎
週
土
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

ま
で「
平
戸
市
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
ド
リ
ー

ム
）」で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

始
ま
る
前
に
は
、
区
長
が
町
内
放

送
で
職
人
町
の
人
た
ち
に
呼
び
か

け
、
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。　

　

す
こ
や
か
サ
ロ
ン
で
は
、
元
看

護
師
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、

自
前
の
家
庭
用
血
圧
計
で
血
圧
測

定
を
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

と
こ
ろ
か
ら
会
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
準
備
体
操
を
行
い
、
メ

イ
ン
の「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」が

始
ま
り
ま
す
。
平
戸
よ
か
よ
か
体

操
と
は
、
高
齢
者
の「
筋
力
運
動
」、

「
持
久
力
運
動
」、「
バ
ラ
ン
ス
運

動
」、「
柔
軟
性
運
動
」の
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
体
操
で
、

重
り
の
付
い
た
バ
ン
ド
を
手
首
や

足
首
に
装
着
し
ま
す
。
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
前
に
出
て
、
参

加
者
を
リ
ー
ド
し
、「
１
，
２
，
３
，

４
・
・
」と
み
ん
な
で
大
き
な
声

を
出
し
な
が
ら
、
体
を
動
か
し
ま

す
。

　

ま
た
、
歩
行
が
不
安
定
な
高
齢

者
の
た
め
に
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー

自
治
会
単
位
で
、
例
え
ば
一
人
暮

し
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
家
の
見

守
り
や
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
お
世

話
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り

を
、
自
治
会
の
特
徴
に
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
「
超
高
齢
社
会
」に
突
入
す
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
高
齢
者
が
自
分

ら
し
く
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
積
極
的
に
介
護
予
防
の
取
り

組
み
に
参
加
し
、
高
齢
者
を
支
援

す
る
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
で
も
元
気
で
、
生
き
が
い
を

持
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

今
後
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
の

生
活
支
援
に
対
し
て
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
住

民
の
支
え
合
い
活
動
が
大
切
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な

「
通
い
の
場
」は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

計
算
問
題
や
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
り
、

認
知
症
予
防
の
た
め
の
脳
ト
レ
を

行
う
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

体
操
し
た
後
に
は
茶
話
会
に
た
っ

ぷ
り
時
間
を
か
け
、
地
域
住
民

同
士
の
憩
い
の
場
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
地
区
の
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
、
１
人
で
も
多
く
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
地
域
の
高
齢
者
が
い

タ
ー
が
、
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
の

行
き
帰
り
を
一
緒
に
歩
い
て
い
ま

す
。

　

上
大
垣
地
区
で
は
、
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
手
作
り
の
案
内

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
回
覧
し
て
お
り
、

「
こ
こ
に
く
れ
ば
、
体
操
が
で
き

て
、
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
て
楽
し

い
。」、「
毎
週
続
け
て
参
加
し
た

ら
、
歩
幅
が
広
が
り
、
つ
ま
ず
き

が
な
く
な
っ
た
。」と
い
っ
た
参
加

者
の
感
想
も
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

度
島
地
区
や
赤
坂
地
区
で
も
、

地
区
で
始
ま
る
支
え
合
い

支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

Interview

　上大垣地区は、３月から取り組みを始めてい
ます。最初は人数が集まるか不安でしたが、
徐々に参加者も増え、少しずつではありますが、
地区に浸透していると感じています。
　この体操を通して、体が健康になるのはもち
ろんですが、地域の知らない人と触れ合って、
地域の輪が広がってほしいです。
　現在は60歳代の皆さんが中心なんですが、
今後は70歳代や80歳代の元気な皆さんにも
参加してもらって、お年寄りが元気で活気のあ
る上大垣地区にしていきたいですね。

Interview
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　これまでは、職人町の人どうしが定期的に顔
を合わせる機会がほとんどありませんでした。 
   この取り組みによって、参加者の皆さんの体
調や暮らしぶりがわかるようになって、どんなこ
とに困っているのかも分かるようになってきまし
た。実行までは難しいですが、何かお手伝い
ができないのかと考えるようになってきました。
　協力的で熱心にお世話をしてくれる人がいる
ので、代表という立場ですが、負担には感じて
いません。皆さんの意見をもらいながら、これ
からも楽しくやっていきたいと思っています。

職人町

すこやかサロン

酒井砂値子　さん
（職人町）

上大垣地区

住民主体の通いの場

髙増　清子　さん
（岩の上町）

代表

代表

たかます　　　   きよこ

さかい　　　さちこ


